
１ 総合計画と行政評価について
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（１） 総合計画とは
・市民と行政の共通の目標として、まちづくりを進める上で根幹となる計画であり、
様々な計画の中で最上位に位置づけられる計画です。

・令和元年6月に、第五次多摩市総合計画 第３期基本計画がスタートしました。

第３期基本計画
令和元年度からの10年間

【部門別計画】
「多摩市みどりと環境基本計画」……

【個別計画】
「多摩市地球温暖化対策実行計画」……

基本構想
平成23年度からの概ね20年間
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１ 総合計画と行政評価について

第１章：まちづくりの基本理念

第２章：将来都市像「みんなが笑顔 いのちにぎわうまち多摩」

第３章：目指すまちの姿（６つ）

● 基盤となる考え方 「健幸まちづくりのさらなる推進」

⇒３つの重点課題

① 超高齢社会への挑戦

② 若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるまちの基盤づくり

③ 市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくり

…重点課題は、18の全庁横断的な視点のもとで、

各施策に反映させながら、取組を推進していきます。

● 政策（13）

● 施策（38）

総
合
計
画
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１ 総合計画と行政評価について
(２) 「健幸まちづくりのさらなる推進」と「3つの重点課題・18の重点課題解決に向けた視点」

第２期基本計画

健幸都市(スマート
ウェルネスシティ)
多摩の創造

市民がデザインする
まち・多摩の創造

発信！未来へつなぐ
まち・多摩

「３つの取り組みの方向性」

1. 3.2.

＜重点課題解決に向けた視点＞

・介護予防・フレイル（虚弱）予防

のさらなる充実

・だれもが安心して外出することが

できるための交通体系・交通環境

の充実 など

基盤となる考え方 ＝ 健幸まちづくりのさらなる推進

＜３つの重点課題＞

＜重点課題解決に向けた視点＞

・支援を必要とする子ども・若者へ

のサポート・体制づくり

・駅周辺の再整備・再構築によるま

ちの個性と魅力の創造

など

＜重点課題解決に向けた視点＞

・地域活動を市が後押しするための

しくみづくり

・多様性を尊重し、誰もがいきいき

と活躍できるまちづくりの推進

など

第３期基本計画

重点化
継承

超高齢社会への挑戦1. 3.2.
若者世代・子育て世代
が幸せに暮らせる
まちの基盤づくり

市民・地域と行政
との新たな協働の
しくみづくり

継承

対応
今後の課題

★高齢化の進行

超高齢社会への対応

★人口減少・少子化

定住促進、まちの活性化

★地域課題の複雑化

地域コミュニティの希薄化

対応 対応

健幸まちづくりを
さらに推進していくことを、
計画の基盤となる考え方

として位置づけ、
３つの重点課題に

注力して取り組みます。



基盤となる考え方 ＝ 健幸まちづくりのさらなる推進

重
点
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た
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点
（
18

）
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１ 総合計画と行政評価について

＜重点課題１＞
超高齢社会への挑戦

＜重点課題２＞
若者世代・子育て世代が

幸せに暮らせるまちの基盤づくり

＜重点課題３＞
市民・地域と行政との
新たな協働のしくみづくり

① だれもがいきいきと生活できるための健康づくり
活動の支援

① 子育てがしやすいと思える保育・教育環境の
充実

① 地域活動を市が後押しするためのしくみづくり

② 介護予防・フレイル(虚弱)予防のさらなる充実 ② 市独自の子ども・子育て支援や教育の推進 ② だれもが地域活動に参画できる環境整備

③ 地域医療・介護体制を支える仕組みづくり
③ 支援を必要とする子ども・若者へのサポート・
体制づくり

③ 「だれもが支え手」の地域づくり

④ 高齢者の居場所づくりと地域における支援体
制の充実

④ 子育て世代にもやさしい都市基盤の維持・向
上

④ 地域防災・防犯活動を通じた結びつきの強
化

⑤ だれもが安心して外出することができるための交
通体系・交通環境の充実

⑤ 駅周辺の再整備・再構築によるまちの個性と
魅力の創出

⑤ 多様性を尊重し、だれもがいきいきと活躍で
きるまちづくりの推進

⑥ だれもが安心して住み続けられるための住み替
え・居住支援

⑥ 多様な働き方を実現するための環境整備 ⑥ 現役世代の声を地域に活かすしくみづくり

(２) 「健幸まちづくりのさらなる推進」と「3つの重点課題・18の重点課題解決に向けた視点」

●「重点課題」は全庁横断的な18の視点のもとで各施策に反映させながら、取組を推進してい
きます。あわせて、評価・予算との連動として、毎年の行政評価や新規レベルアップ事業の評
価基準等でも使用していきます。



２ 現在の多摩市の取組状況について
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(１)新型コロナウイルスに対する市の取組について
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２ 現在の多摩市の取組状況について

① 多摩市ＰＣＲ検査センターの設置

② 「多摩市飲食店応援チケット＃たましめし」販売支援

多摩市医師会と協力連携して、かかりつけ医
が必要と判断した際にPCR検査を受けること
ができる多摩市PCR検査センターを設置しま
した。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、
売り上げに影響を受けている市内飲食店の経
営支援のために、市内飲食店のうち参加店舗
を対象に、購入額に10％の上乗せの特典を付
けた「多摩市飲食店応援チケット」を販売し
ました。



(２) ずっと住み続けたいと思えるまちづくりに向けた取組について
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２ 現在の多摩市の取組状況について

① 保育所・学童クラブの待機児童対策

② 多摩ニュータウン再生の推進

保育所の待機児童対策として、令和２年４月に聖蹟桜ヶ丘
駅周辺に60人定員の認可保育所を２箇所新設するなど、待
機児童対策を行っています。
また、学童クラブについても、令和２年４月に南鶴牧小学
童クラブ第二や貝取小学童クラブを新設するなど、待機児
童対策を行っています。

初期入居から2021年3月で50年を迎える多摩ニュータウン
の再生に向けて、「諏訪・永山まちづくり計画」をつくり、
諏訪・永山地区における住宅市街地総合整備事業を実施し、
道路や公園のバリアフリー化を進めるなど整備を進めまし
た。また、尾根幹線沿道の活性化などの取組を進めます。



(３)多摩市に住む市民が安心して住み続けられるための地域づくりの取組に
ついて

6

２ 現在の多摩市の取組状況について

① 地域懇談会の開催、地域委員会の設置に向けた取組の推進

② 現役世代の地域参加・行政への参画の推進

いつまでも住み続けたいと思える地域づくりを目
指し、２つのモデルエリアで検討を行っています。
東寺方小学区ではアンケート調査の実施や、エリ
アミーティングを行っています。
諏訪中学区では、地域福祉推進委員会と連携した
多様な世代の参画を促す視点による企画支援・広
報支援を行っています。

主に39歳以下の若者たちが集い、様々なプロ
ジェクトを企画・実践する場である「多摩市若者
会議」では、若者のまちづくり拠点「未知カ
フェ」の設立・運営や、市の大きな魅力である遊
歩道を撮影し「Googleストリートビュー」に掲
載するなど、まちの魅力の創出・発信に取組みま
した。今年度からは「合同会社MichiLab」を立
上げ、独立した若者の団体として活動しています。


